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「災害情報に関わる機関が連携する取り組みがスタート！」 
 

～ 住民の適切な避難行動に繋げるため、 
中国地方災害情報（報道）研究会を立ち上げます ～ 

 

○災害情報が住民一人一人に伝わり適切な避難行動に繋げることを目的に、災害情

報に関わる者が連携し、情報の共有や意見交換を行う中国地方災害情報（報道）

研究会を１月２５日に設立します。 

 

○中国地方では、平成 26 年 8 月豪雨、平成 30 年７月豪雨や、全国的には昨年は 
台風 19 号などにより甚大な災害が発生する等、近年、水害・土砂災害等の頻発 
化・激甚化が顕著になっています。 

○災害情報が住民一人一人に伝わり適切な避難行動に繋げることを目的に、行政 
担当者、記者、ニュースデスク、デスク、気象キャスターといった災害情報に関 
わる者が連携し、会員の知識の向上、スキルアップを目指す「中国地方災害情報 
（報道）研究会」を設立します。 

○当該研究会の具体的な取り組みとしては、水害・土砂災害・気象・報道、避難と 
いったジャンルについて、まずは会員相互で説明や情報提供を実施し、今年の 
梅雨時期までに集中的に研究会を開催します。 

○今般、下記の通り、同研究会の初会合を開催しますので、ご案内します。 
 

日 時：令和２年１月２５日（土）１３：００～１５：００ 

  場 所：テレビ新広島 会議室 広島市南区出汐２－３―１９ 

  内 容：○設立趣旨・規約・取り組みの説明 

      ○勉強会（第１回目） 

       「豪雨時の河川災害に関する基礎知識」(担当:中国地方整備局河川部) 

               ・大雨時に発表される情報の活用 

          ・水害被害の観点からみた洪水の発生について 

・河川用語について 等 （予定） 

  事務局：気象キャスターネットワーク 

      国土交通省中国地方整備局河川部 

      
〈第１回研究会への参加を希望される方〉 

          参加連絡票に記入の上、令和 2 年 1 月 21 日（火）までに FAX またはメールにて連絡 
下さい。 

〈取材について〉 
取材を希望される方は、事前に問い合わせ先まで連絡をお願い致します。 

【問い合わせ先】 
  気象キャスターネットワーク 
  ☎（090）7892-3205 
     TSSテレビ新広島       波 田  健 一 

国土交通省 中国地方整備局 
☎（082）221－9231（代表）（平日昼間） 

河川部 水災害予報センター長  伊 藤  健   （内線 3851） 

 

お知らせ 

は だ      けんいち  

い  と  う    たけし  



中国地⽅災害情報（報道）研究会

第１回 中国地⽅災害情報（報道）研究会

⽇ 時：令和２年１⽉２５⽇（⼟）１３：００〜１５：００
場 所：テレビ新広島 会議室 広島市南区出汐２−３―１９
内 容：設⽴趣旨・規約・取り組みの説明

勉強会（第１回⽬）
「豪⾬時の河川災害に関する基礎知識」担当：中国地⽅整備局河川部
・⼤⾬時に発表される情報の活⽤
・⽔害被害の観点からみた洪⽔の発⽣について
・河川⽤語について 等（予定）

〈第１回研究会への参加を希望される⽅〉
別紙 参加連絡票に記⼊の上、令和2年1⽉21⽇（⽕）までにFAXまたはメールにて連絡下さい。

設⽴趣旨
中国地⽅では、平成26年8⽉豪⾬、平成30年７⽉豪⾬などにより甚⼤な

災害が発⽣しています。また、令和元年においては、台⾵19号、低気圧等
による⼤⾬（台⾵21号）などにより、甚⼤な被害が広範囲に発⽣し、多く
の⽅々が犠牲となりました。

災害情報が住⺠⼀⼈⼀⼈に伝わり適切な避難⾏動に繋げることを⽬的に、
災害情報に関わる者が連携し、情報の共有や意⾒交換を⾏う中国地⽅災害
情報（報道）研究会を設⽴します。

会員の相互の協⼒のもと、⾃然災害やその報道についての学習の場とな
り、会員の知識の向上、スキルアップを図ること、お互いの顔の⾒える関
係の構築、お互いが気軽に情報交換できる関係の構築を図ること、また、
意⾒交換を通じ、よりよい情報発信を⽬指します。

当⾯の活動
⽔害・⼟砂災害を対象に、⾏政担当者、記者、ニュースデスク、デスク、

気象キャスターといった災害情報を直接あつかう会員の知識の向上、スキ
ルアップを図る取り組みを始めていきます。

具体的な活動（予定）
・研究会は定期的に開催。
・梅⾬時期までに知識の向上、スキルアップを⽬指し、集中的に実施。
・⽔害、⼟砂災害、気象、報道、避難といったジャンルについて、会員
相互で説明、情報提供を実施。

・現場⾒学も計画。



国土交通省 中国地方整備局 

河川部 水災害予報センター 行 

FAX：082-227-2762 

所属（発信元）：  

ＴＥＬ：  

ＦＡＸ：  

E-mail：  

 

第１回中国地方災害情報（報道）研究会 参加連絡票 

                   

○参加者を記載願います。 

所   属 役 職 等   氏    名 

     

      

   

日 時：令和 2 年 1 月 25 日（土）13 時～15 時 

場 所：テレビ新広島 会議室（広島市南区出汐２－３－１９） 

 
 
 
 
※ご多用中恐縮ですが、令和２年１月２１日（火）迄にＦＡＸまたはメールにてご
返信下さい。 

  

○回答先 

担当：国土交通省 中国地方整備局 河川部 水災害予報センター 伊藤、加納 

電話： 082-221-9231（代表） 

FAX ： 082-227-2762 

E-mail：itou-t87eg@mlit.go.jp、kanou-n87tr@mlit.go.jp 
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